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はじめに 今回の研究旅行について 

研究の目的 

 一般的に日本の考古学のはじまりは、1877年にエドワード・モースが偶然貝塚を発見し、

調査したことからとされている。しかし、江戸時代、フィリップ・フランツ・フォン・シー

ボルトは、日本の古代遺物―すなわち、勾玉にいち早く目を付け、門人の伊藤圭介が提出し

たオランダ語論文『勾玉考』をもとにした自らの見解をその著書『NIPPON』に４葉の図と共

に記述した。そしてそのことは、今日では批判されるものがあるとしても、日本考古学史に

おいて忘れることのできない業績であるとされている（シーボルト「日本」の研究と解説－

斎藤忠－1977年）。 

今回の研究では、シーボルトが実際に日本で収集し、オランダに持ち帰ったコレクションを

調査し、彼がどんな視点で日本をみつめていたのか、特にその中でも日本の古代については

どのような視点をもっていたのかを、実物や、勾玉に関する記録を通して考察したい。彼は、

『NIPPON』に、「私は勾玉を手に入れようとしてみたが、Ⅲ第１図(ｂ)の 2.5.6.7.11にみら

れるようなものを得たにすぎなかった」と書いている。つまり、シーボルトは勾玉を手に入

れていた。実物が（オランダ）ライデンの国立民族博物館にシーボルトコレクションとして

残存していること、現在、実物が博物館近くのシーボルトハウスで展示されていることを、

把握している。今回の調査では、勾玉のみの考察だけでなく、オランダに現存しているシー

ボルトコレクションのなかで、勾玉を始めとする日本の古代についてシーボルトが何をあ

つめ、それが現在どのような展示をされているのか、そしてその位置づけや価値はどういう

ものなのかを考察したい。 

 

研究の対象と得られる成果 

 今回の研究旅行では、以下の７つの研究保存機関を調査した。 

・アムステルダム海洋博物館 

・ハーグ国立文書館 

・シーボルトハウス 

・ライデン国立民族学博物館 

・ライデン大学図書館 

・ライデン大学植物園 

・ナチュラリス自然史博物館 

 主に、シーボルトが日本に滞在していた時代のオランダ、また日本と東インド会社の貿易

などについてはアムステルダム海洋博物館とハーグ国立文書館にて調査した。シーボルト

コレクション全般と、日本考古学関係の遺物については、その他の４機関にて調査した。 

 今回の研究で得られる成果としては以下のことが挙げられる。 
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① シーボルトが収集したコレクションの中から日本の古代の遺物はどんな位置づけ

であったかを明らかにできる。 

② シーボルトが収集した和本から、江戸時代における考古学の研究状況を把握できる。 

    ライデン大学図書館には、『神代正語』『雲根志』など日本古代と勾玉について記述

した和本が存在しており、シーボルトが収集したものであることがわかっている。

これらの和本を調査することによって、江戸時代における日本古代についての認

識を把握できる。また、彼の門人や参考文献についても考察することで、当時の日

本人とシーボルトの学術的交流について把握することができる。 

③ 日本における考古学の始まりを、明治以降とする現在の研究状況に対し、新たな説

を提示するための資料を入手できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

研究日程 

 滞在地           行動・調査内容 

3 月 6 日 福岡→ソウル

→アムステル

ダム 

移動 

3 月 7 日 アムステルダ

ム 

アムステルダム海洋博物館にて調査 

…オランダ東インド会社についての調査 

３月 8 日 アムステルダ

ム 

待機 

３月９日 ハーグ ハーグ国立文書館にて調査 

…オランダ東インド会社についての調査 

３月 10 日 ライデン シーボルトハウスにて調査 

…シーボルトコレクションの調査 

３月 11 日 ライデン ライデン国立民族学博物館にて調査 

…シーボルトコレクションの調査 

3 月 12 日 ライデン ライデン大学図書館にて調査 

…シーボルトが持ち帰った和本の調査 

3 月 13 日 ライデン ライデン大学植物園にて調査 

…シーボルトが持ち帰った植物標本の調査 

3 月 14 日 ライデン ナチュラリス自然史博物館 

…シーボルトが持ち帰った動物標本の調査 

3 月 15 日 ライデン→ソ

ウル→福岡 

移動 

３月 16 日 福岡 帰国（福岡着） 
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第一章 シーボルトの日本研究 

シーボルトの時代 

 徳川家光が日本の鎖国体制を完成させてからというもの、ヨーロッパで唯一通商関

係を持てたのはオランダ（オランダ東インド会社）であった。オランダは、1602 年に

イギリスに倣ってオランダ東インド会社を設立し、その優れた航海術により東南アジ

ア貿易で利益をあげ、貿易大国となった。しかし、18 世紀末、オランダはナポレオン

の介入によりフランスに併合され、海外領土はイギリスに奪われた。1815 年にナポレ

オンが敗北するまでの間、オランダは国家として消滅することとなる。独立国家が回復

してから、イギリスに奪われていた東インド領は、1819 年に統治権が再びオランダの

もとに戻った。1799 年に解散した東インド会社に代わって、オランダ国家が領土の統

治と経営をすることとなり、東インド政庁が日本との貿易も管理した。シーボルトはそ

の東インド政庁が日本へ派遣した政庁の役職者である。 

 シーボルトが訪れた頃の日本は、化政年間（文化・文政年間の略）といわれ、江戸時

代後期の、文化が花開いた時期であった。1720 年にキリスト教に関係のない書籍の輸

入が解禁されてから、1774 年に刊行された杉田玄白らの『解體新書』を皮切りにオラ

ンダ書の翻訳がはじまり、特に西洋医学には大きな関心が寄せられていた。また医学書

だけでなく、知識人を中心に植物や動物、博物学などの新しい学問にも関心が及んでい

た。 

 オランダが日本との貿易を独占するようになってから、ケンペルやツュンベルクに

よる学術調査が行われ、一定の評価を得たものの、彼らはオランダ人ではなかった。オ

ランダは日本と交易できる唯一のヨーロッパの国でありながら、日本についての知識

をあまり持たないことを恥じ、当時イギリスやフランスが植民地で行っていた総合的

学術調査を日本で行うことにする。当然のことながら日本ではオランダ人が自由に各

地を歩き調査できる環境ではなかった。しかし、その技術に日本人の関心が寄せられ、

かつ比較的自由が許された医師であれば可能であると考えた。そこで科学・医学の両方

の知識に長けた医師であったシーボルトにその任務が任されたのだった。 

 

シーボルトの生い立ち 

フィリップ・フランツ・フォン・シーボルトは 1796年（寛政 8年）に、ドイツの地

方都市ヴュルツブルクに生まれた。シーボルト家は当時ドイツ圏でも一流の外科医と

され、彼も 5代目である父に次いでヴュルツブルク大学で医学を学ぶ。ヴュルツブルク

大学時代には、動物学者、比較解剖学者であるデリンガー教授の家に寄宿した。デリン

ガーは知人の学生や親類にも寄宿として邸宅を提供しており、学術サロンも時折開か

れていた。医学だけでなく博物に興味があったシーボルトにとってデリンガー邸で過

ごした時間というのは、その後の活動に大きな影響を与えたに違いない。大学を卒業後
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は、開業をするものの彼の自尊心の高さから町医師にとどまることはしなかった。彼は

友人であるフランツ・ヨゼフ・ハルバウルを頼ってハーグに赴く。ハルバウルはオラン

ダの植民地大臣に取りつぎ、シーボルトは特別にその当時オランダ人しか在籍が認め

られていなかったオランダ領東インドに軍医として赴任した。シーボルトはバタヴィ

アに到着するまで、日本の学術調査をすることは知らされていなかったが、前述の通り

調査を任されることになる。なぜ彼が調査を快諾したのかという理由ははっきりと分

からないが、彼の博物に対する関心の高さや、まだ不完全な日本動物・植物研究を大成

し、新種の発見により歴史に名が残るかもしれないという期待があったのかもしれな

い。 

 

シーボルトの来日と標本収集 

 シーボルトは 1823 年 6 月 28 日にバタヴィアから日本に向けて出発した。8 月 11 日

に長崎に到着する。彼は医師として働く一方、日本の学術的調査も行うという任務があ

った。調査には、まず実物がないとどうにもならない。医師は出島に滞在するオランダ

人のなかでも比較的自由がきいていて、奉行所や往診に赴く際、また薬草の採取などで

外出を許可されることがあったが、それでも長崎周辺に限られているため総合的な調

査には程遠かった。シーボルトはそれに併せて、1824 年に長崎郊外に開いた私塾「鳴

瀧塾」という医学校への往復の際にも植物の採取や自然観察を行っていたと考えられ

るが、当然シーボルト１人で日本中の動植物を収集するのは不可能であった。彼はどの

ようにして日本の動植物の収集を行ったのだろうか。 

まず、魚類であるが、江戸参府紀行記（斉藤信訳、1967）にこのような記述がある。

「海棲動物を集めるには、長崎の港はこれ以上を望むことができないほど地の利を得

ていた。とにかく魚類やカニ類など魚市場で見つけだすことができるものは、私の観察

の、さらに知識欲にもえている弟子たちの研究の対象ともなった。」魚市場で標本にで

きそうなものが見つかり次第、彼の門人たちに持ってきてもらっていたことが推測さ

れる。彼は手に入れた魚類を、ジャワで購入したアラックというアルコール度数の高い

酒につけて保存した。そのほかに剥製標本も作成した。 

次に植物である。日本について最も深く関心を寄せていたのが植物であった。植物は、

それをどこで手に入れたという情報がほぼない。しかし先ほど述べたとおり、往診に赴

く際や鳴瀧塾と出島の往復の際、商館長の江戸参府に同行した際に手に入れたと考え

ることができる。また、江戸参府紀行記に大坂の植木屋に立ち寄ったという記述もある。

シーボルトは収集した植物を押し葉標本にするだけでなく、果実はアラック漬けにし

て標本にしていた。 

次に動物についてであるが、シーボルト自身によると、彼が収集しオランダに送った

動物標本は、哺乳類 200 点以上、鳥類 900 点以上、魚類 750 点以上、爬虫類 170 点以

上、および無脊椎動物 5000点以上だという。どのようにしてこのような膨大な数を手
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に入れたのかというと、長崎で交流した日本人の弟子の協力が背景にあった（川田、

2016）。さらに弟子たちに日本の動物を集めさせる傍ら、彼は猟師も雇って動物を収集

していた。1826 年の江戸参府同行の際は、特にその当時ヨーロッパでは衝撃的だった

であろう、オオサンショウウオを三重県にて入手したことがわかっている（シーボルト、

1983）。動物に関しては九州以外で収集されたものが多く、江戸参府同行という機会は

彼にとって大きい成果となった。 

また、彼は文学・民族学的なものも収集している。日常の品から人魚のミイラなどと

いった変わったものまであり、とにかく彼にとって全てが目新しいものであったこと

がうかがえる。また日本の歴史や神話の書かれた書籍などは日本人の思想をヨーロッ

パに伝えるにあたり、かなり重要なものであっただろう。 

こうして彼が日本各地から集めた資料は、オランダへと送られ、保存されることとな

る。その数は、文学的・民族学的コレクション 5000 点以上、哺乳動物標本 200・鳥類

900・魚類 750・爬虫類 170・無脊椎動物標本 5000以上・植物 2000種・植物標本 12000

点にものぼった。日本の魚類・植物・動物をオランダに持ち帰る際には、もちろん実物

がもっとも重要のある資料になったが、それと同じように川原慶賀の描いた写生図も

重要な資料となった。シーボルトやその助手であるビュルガーは、絵師川原慶賀に収集

した資料をそのままに描かせた。慶賀の写生図は正確さに長けており、シーボルトもそ

の再現性の高さに感心していたようである。シーボルトはオランダに帰国したのち、彼

の日本研究の集大成として「NIPPON（日本）」「FLORA JAPONICA（日本植物誌）」「FAUNA 

JAPONICA（日本動物誌）」を出版するが、慶賀の絵はこの本の図版の原画にも使用され

た。 

 

「NIPPON」における勾玉の記述 

 シーボルトが活躍した 19世紀は、考古学分野においてもその発展は大きいものであ

った。ナポレオンがカイロにエジプト研究所を設置、研究させたことがきっかけとなり、

イギリス、ドイツ、フランスは世界各地の遺跡を発掘し、遺物を蒐集した。世界的に考

古学への関心が高まっていた時期だといえる。シーボルト自身も、まだ誰も手をつけて

いない日本の考古学分野に興味を示した。彼は日本の古代遺物への態度について「高度

の文明段階に位置しておりながら、古代の遺物を畏敬の念をもって見、宗教的な意味合

いで保存してきている。そこで今日なお、礼拝堂や神殿の中に、日本の武器そのほかの

石器が、高い栄誉を与えられている他の聖なる遺物と並んで保管されているのを見出

す」と述べている。 
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勾玉に関する記述は、「NIPPON」Ⅲ第一図(ｂ)に関する説明の部分にある。彼は勾玉

について「教養ある日本人が好んで思いを馳せる古代の遺物」「最も多く発見されるの

は古墳の中で、勾玉壺という土製の器に入っている」と述べ、勾玉を細長く弓なりに曲

がった本来の「勾玉」、筒の形をしている「管玉」、普通の石もしくは粘土で造られた「牛

石または牛玉（臼石・臼玉の誤り）」と区分している。また「私は勾玉を手に入れよう

といろいろ努力してみたが、Ⅲ第一図(ｂ)の 2,5,6,7,11にみられるようなものを得た

にすぎなかった」と記述している。したがって図版で彩色されているものは彼が手に入

れていたものだと考えられ（宮崎 2017）、彼が勾玉をわずかながらにも手に入れていた

ことがわかる。 

          図１ シーボルト『NIPPON』Ⅲ第一図(ｂ) 

 シーボルトが考古遺物を収集し、その見解をまとめることができたことにも、日本人

研究者や門人が関わっている。特に、江戸参府の際尾張で出会い門人となる伊藤圭介や

参考文献となった「曲玉問答」「雲根志」を著した木内石亭の貢献は大きいだろう。ま

た、門人の伊藤圭介は勾玉、打製石器などの蒐集もしており、彼の孫である伊藤篤太郎

が書いた『伊藤圭介遺品勾玉管玉類寫生圖』には NIPPONに描かれている（着色されて

いる）勾玉や管玉と同じようなものがいくつかあり、彼がシーボルトに提出したオラン

ダ語論文が参考文献になっていただけでなく、勾玉をいくつか渡していたのではない

かという推測ができる。 
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第二章 現地調査報告 

１．アムステルダム海洋博物館 

 アムステルダム海洋博物館は、オランダの航海時代における資料が展示してある博物館

である。展示の内容は充実していて、北フロア・東フロア・西フロアの３つのフロアに分か

れていた。 

   

写真１ 建物外観（筆者撮影）             

 北フロアの主は屋外にある模造船で、実際に乗ることができ、キッチン、ベッドルーム、

倉庫など航海時代当時の貿易船がそのまま再現されていた。東フロアでは、映像資料（再現

ドラマ）を使ったオランダ東インド会社の貿易に関する展示が主であった。映像資料はオラ

ンダ語が流れていたので内容を十分に理解することはできなかったが、オランダ東インド

会社の活躍した時代は“Golden Age”と表現されていて、オランダの歴史の中でこの時代が

いかに繁栄していたのかを確認することができた。西フロアでは、“モノ”が主な展示であ

り、貿易についてではなく当時の航海術や船の模型、航海図、世界地図、天体観測に使われ

た道具などの展示がされていた。ここで見ることができた豊富な種類の道具や模型、地図か

らもオランダの航海時代がいかに華やかなものであったかを再確認することができた。 

 

２．ハーグ国立文書館 

 ハーグ国立文書館は、オランダ東インド会社の資料を多く保有している。本研究旅行で訪

れた際には、企画展「VOCの世界」が催されていて、オランダ東インド会社の貿易について

総合的に学ぶことができた。その中でも、日本は重要な貿易国として、１つの章を丸々使っ

て取り上げられていた。展示されていた世界中の地図や民俗品のなかでも、日本の資料は特

に多かった。また、日本の出島と平戸オランダ商館の紹介映像が見れるビデオもあり、日本
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でも VOCの歴史を学ぶ人が多くいるという趣旨であった。 

写真２・３ 徳川の家紋が入った金色の箱（左）とその説明（右・タブレット）（筆者撮影） 

VOCの黄金時代の中で、日本という貿易国がいかに大きな存在であったか、そしてそのこ

とを現代でも重要視しているということがわかった。 

 

３．シーボルトハウス 

 シーボルトハウスは、シーボルトが 1832年から住んでいた家で、ここで持ち帰ったコレ

クションを展示したことから世界初の日本博物館といわれる。その後この家は植物学者レ

インヴァルト教授のもとに渡ったが、150 年以上後の 2005 年、改装を経て日本博物館「シ

ーボルトハウス」として蘇った。地下室だけはシーボルトが住んでいた当時のまま残ってい

る。展示の仕方はヴンダーカンマー的な方法で、シーボルトが持ち帰ったコレクションを細

かくジャンル分けして一堂に見ることができる。 

写真４ メイン展示室内部（筆者撮影） 

 そしてここには考古学という分野の展示があり、打製石器や鏃、勾玉が合わせて 56点展

示されていた。その中でも勾玉は５点で、『NIPPON』の図版に着色されて描かれていたもの
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と同じものが展示されていた。 

写真５ 考古学の展示（筆者撮影） 

 

４．オランダ国立民族学博物館 

 オランダ国立民族博物館は、文字通り世界中の様々な民族の資料を蒐集し展示されてい

る。常設展はヨーロッパ以外の８つの文化圏について、その「嘆く」「祝う」「飾る」「戦う」

など、人類の抱える普遍的テーマを軸に紹介を行っている。その中でも日本は韓国とともに

一つの展示室を使用して資料展示をしている。筆者の所感では、その資料数は韓国のものよ

りも多かった。内容的には、シーボルトコレクションとは違い、あくまで出島周辺から集め

られたものに限られていたように感じた。また特徴的だったのは、シーボルトのコレクショ

ンだけでなく、出島から出土した当時の食器や動物の骨も展示されており、当時の出島の様

子をより安易に想像できたことだった。 

 

写真６・７ 展示の様子（筆者撮影）     

 

 



13 

 

５．ライデン大学図書館 

 ライデン大学は、世界で初めて日本学科が置かれた大学である。また、シーボルトが 1830

年初頭にベルギーの革命に伴う政治的混乱を避け研究していたため、大学にシーボルトコ

レクションが所蔵されている。そのうち書物は大学図書館本館の２階貴重図書室で閲覧す

ることができる。特に考古学に関する本は、木内石亭『雲根志』や、平田篤胤『古史系図』

林鵞峰編『日本王代一覧』などがある。その中でも特に『雲根志』は、勾玉の記述もあり、

シーボルトは日本語があまり堪能でなかったらしいため、この書物を弟子たちに訳しても

らって日本人の勾玉に対する考え方を学んだに違いない。 

 

写真８・９ 湖上石話雲根志後編第四巻・図書館外観（筆者撮影） 

 

６．ライデン大学植物園 

 ライデン大学植物園は、オランダで一番古い歴史を持つ植物園である。ここでは、シーボ

ルトが日本から持ち帰った植物樹木種子類が育てられた。植物園の中ほどには、シーボルト

記念庭園があり、枯山水や石灯籠なども作られている。この中に植えられているケヤキは、

シーボルトが最初の日本滞在時に持ち帰り、1830 年に植えたもので、今でも見ることがで

きる。日本の植物は、この植物園内に 16種類ある。シーボルトが持ち帰ったものには特別

にグレーのラベルが付いており、植物の学名と科名、オランダ語と和名があればそれも表記

されている。彼は植物標本も多く作っているが、生きた植物をそのまま保存するという試み
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も行い、それが今日まで現存しているのだ。 

写真 10・11 シーボルト記念庭園内にあるケヤキとそのラベル（筆者撮影） 

 

７．ナチュラリス自然史博物館 

 ナチュラリス自然史博物館は、オランダ最大の自然史博物館である。シーボルトが持ち帰

ったおよそ 6500点の標本がここに収められている。今では絶滅してしまったニホンオオカ

ミも含めて、非常に貴重な当時の動物の標本が現代まで残っている。今回訪れた期間中は、

改修のための工事が行われており、縮小された展示のなかにシーボルトが持ち帰った標本

は見ることができなかった。 

写真 12 建物外観（筆者撮影） 
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まとめ 

 彼が手に入れていた勾玉は、彼が持ち帰ったコレクションの中でも５点ほどと実に少な

かったが、その著書『NIPPON』では勾玉について一篇を取り上げるほど彼自身は勾玉に関心

を持っていた。しかし、オランダの保存研究機関で、彼のコレクションを総合的に見ること

で、彼が知りたかったのは、「日本」そのもの、そして「日本人」そのものであったと気づ

いた。そして、その中でも日本の古代というものは、神話と合わせて日本人の根本的な精神

を表しているものとして特に関心を持っていたのではないかと考える。 

 現代の考古学で行われる手法のプロセスは践んでいなかったり、当時の考え方や捉え方

が間違ったものであったりしたとしても、確かに明治時代以前から考古学という学問の分

野は存在していて、その分野に情熱を注いだ人物たちが存在していた。日本考古学は、既に

明治以前から始まっていたのである。シーボルトはそんな人物たちの中の一人であるが、決

してその研究は他者のものに埋もれるものではなく、西洋の視点から確かに日本考古学を

大きく牽引した一人の人物であるといえる。 

今回は、初めて史学的視点から日本考古学を見る研究となった。事前にうまく計画を練る

ことができず、完璧な研究に仕上がったとはいえないが、この研究を踏まえ今後も史学的視

点から見た日本考古学について研究していきたい。 
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